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「やが
て
実
質
的に
は
長
先
念・
昔諮
問
鋳’

と
逆
転し
て
くるの
で
は
ない
か」

llこ
れ

は
柴
田
氏の
意
見。
こ
れ
に
対
し
「
党
主
席の

地
位は
大
き
〈護
体
制は
強力
な
もの
と
な
ろ

う」

lーと
い
うの
が
中
嶋
氏の
見
通し。
今

回の
，
政
変’
を
予測
し
た
数
少
ない
中
国
通

のエ
キ
サ
イ
ト
対
談
1l。
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陰
謀
は
黒
い
ベ
l
ル
の
中
で

ーーまず、
クーデターの起きた遠因、

背景からお
話し綴いたいと思います。

中犠
一
般に、
新聞給調などでは、
毛

沢東が亡くなって、
党主席を
め
ぐ
る
人

事の
阻題がとじれてζ
うい
う事態になっ

た、
ある加
は、
党主席はうま
くい
っ
た

．
けれども、
首相、
副首相の問題をめぐっ

てζうなっ
た、
ととうい
う見方があるけ

れども、
私は、
そうではないと思うんで

すね。
つまり言葉は惑い
けれども毛さん

の
，死に
待ち’
とい
うよう念状況があっ

た。
それまではうまく団結していたのが

党主席選任でζじれて、
とい
うようなも

のじ宇・なくて、
すでに王朝の
中枢におい

て、
まさに
食うか
会われるか、
とい
うそ

んな状況が
潜僻されてい
・たんだと見た方

がいいと思うんで
す。
私は、
文革派を上

海グループと非上海グループに分けて考

えるんですが、
非上海グル
ープとい
うの

は、
涯東興や護国鋒で
すね。
江育夫人が

毛沢東と結婚したのが三九
年
で
す
が、

それ以前、
延安時代から毛沢東の側にい

たグループで
すね。
林彪もそうでした。

そうい
う人たちは、
い
ずれ毛沢東の宮廷

緊

急

対

談 派の江車問を中心とする人たちに
排除され

る運命にあっ
た。
文化大革命を通じて、

江脅グループ
あるいは上海グル
ープが政

治をほしいままにしてきた。

今度は、
そのFアクシgy
が出てきた

とい
うととですね。
ですから、
今度の事

件は、
いわば反文化大革命といっ
た方が

いいんじゃないか。
と
れはまた文化大革

命がいかに定着してい・なかっ
たか、
とい

うζとも示しているわけで
すよ。
文革派

とい
うのが、
いかに丹頂鶴であっ
たかと

い
うととが明らかに念っ
たわけで
す。
一

時的には政治の
中枢にあって
強かっ
たけ

れども、
それは言
論機関とか一
郊の生産

拠点を鐙っ
ていただけで定着してい
なか

っ
た。しかし、

もっ
とミクロに見ると、
文革

華

体

制

の

今

後

を

推

理

す

る

｛サン
ケ
イ新

型i

柴

田

穂

町

中嶋

嶺

雄

派だっ
て都市民兵を持っ
ていたし、
天安

門事件を鋲圧した力もあっ
た。
そとで、

注東興、
とれは八三四一
部隊とい
う文革

派を守っていた部隊を湿り、
同時に
中央

箸
衛所とい
うシ1クレyト・
サ1ピスの

責任者だっ
た人物念んですが、
ζの人物

の動向に私は注意していたんです。
ζの

一企東興がどうも捕まっ
た様子がない。
後

は上海グループじ守ない。
最後の
段階で

筏返っ
たんじゃないかと思うんで
すね。

つ
まり江清夫人のボディガ1
ド
か
ら
し

て、
必ずしも江育夫人に
従う状況じキな

かっ
た。

柴田
私も大体同じよう念見方で
すけ

れども、
江背がと
うい
うふうになるのは

ある程度予想できたと思うんで
す。
とい

うのは、
江符たちの
危機感が、
我K
の想

像以上に
強かっ
た。

毛沢東が死ぬ前から、
江時Hたちには、

毛沢東以後自分たちがどうなるかとい
う

危機感がずっ
とあっ
たわけで
すね。
孔子

批判とかプロレ
タPア独裁漉織の
学習と

か、
いろんなキャンペ
ーンを通じて、
毛

沢東の生きているうちに権力を滋握しよ

うとい
う努力を続けてきたわけ，で
すが、

その根底には危機感と権力欲がずっ
と流

れていた。
それが毛沢東の死によつ
で
頂

点に
遥した、
とい
うととです。

文革派にとってグ頼みの綱dの毛沢東の

指摘噌力は次第に弱っ
てくる。
い
まあがっ

ているい
ろんな情報によると、
数か
月間

毛沢東と他の指摘噌者を会わせ念かっ
たと
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か、
毛沢東の指示を改ざんしたとかい
わ

れていますが、
そうい
うととができたと

い
うととは、
とりもなおさず毛沢東の弱

り方が相当なものだっ
た、
とい
うことで

すね。第こには、
彼らは党政治局を握るよう

な多数派ではなかっ
た、
とい
う
乙
と
で

す。
私は、
今度の政変が起とる以前、
彼

らは政治局二
十．人のうち八票とれればい

い
方だと思っ
ていた。
ととろが、
英国の

『ザ・
ガーディアン』
によると、
七票し

かとれなかっ
た。
政治局でもこの弱さ、

とれがまた危機感を煽り立てた。

もう一
つは、
議関鋒の野価で
すね。
撃

国鋒が毛沢東の指名によっ
て出てきた文

革派であっ
たら、
江宵たちのζうい
う行

動もなかっ
たかも知れ念い。
ととろが、
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義国鈴は、
政治局の
中の穏健派と急進派

の
角逐の
中から、
中間派として
浮かび上

がってきて、
自分の権力を
維持するため

に次第に穏健派に傾いていっ
た。
特に
軍

に依存するとい
う傾向が強まっ
てきた。

とれが非常にはっ
きりするのが四月から

六月段階だと恩うんで
すよ。
例の四月の

天安
門部件の
頃ですね。
あの騒乱の火つ

け役が文革派、
江脅たちに結びつく極左

グループが挑発・
煽動した。

そζで、
四月七日の政治局会議は、
議

国鈴が穏健派にパッと近づいた時期だと

思うんで
す。
そうするζとによっ
て、
郡

小平の党籍は剥絡しないとい
う程度のと

ζろにとどめ、
慈国鈴は王洪文を押えて

党第一
副主席に立つ。

文革派は六月ぐらいから、
上海の民兵

を中心に
巻き返しのチャシス
を狙う。
そ

れに対して
護国鈴は、
穏健派と完全に迎

合して、
文革派を押え始める。
とれが六

月上
伺で
すね。
ユ
クソシ
訪中で、
アメH

カに非礼だっ
たと謝っ
たりした時期で
す

が、
とうい
うζとは、
穏健派優勢じゃな

いとできない
わけで
す。

六月にそうい
う決定をした後、
まさに

両者は対決状態になる。
ζの時に
具体的

に江脅らの権力謀略取計画が立てられたと

思うんで
す。
ζの頃は、
毛沢東はもう栂

当弱っていたでしょ
う。

ついに毛沢東が死んで、
その
遺体の側

で
黒いベ
1ル
をかぶり－ながら、
江背女史

は権力奪取の陰謀κ思いをめ
ぐらしてい

たんでしょ
う。

とにかく毛沢東の死以前から深まって
い
た非常な危機感が、
毛沢東の死で
絶頂

に
遥して爆発したわけで
すね。
本来はも．

う少しじっ
としてい
れば生き延びられた

し、
ま
え周恩来がい
たら、
もっ
と江育を

敬して
遠ざけるとい
う、
うまい
方法をと

っ
たんだろうけれども、
それもなかっ
た

ために、
一向者の激突が非常な深刻念状態

になっ
て、
ついに破れたとい
うととだと

思います。権
力
の
亡
者・
江
青
の
野
望

中嶋
上海グループの線路が、
そうい

う点では、
江鳴門女史のあまりにも強い
党

主席へ
の執念のために
裏目に出たともい

えると思うんで
すよ。
江車問が主席になる

と、
二月段階でクロ
ーズアップされてき

た撃国鋒の行き揚所がない
わ
け
で
し
ょ

う。
天安門事件で
第一
一側主席になっ
て、

そのあとは
ーーとい
う気持ちでいるとζ

ろへ、
江mHが主席じ守
護国鈴のイスが念

くなる。
議中国鈴が一
応主席になっ
て、
江背女史

は一
歩下がり、
同収容橋あたりを国務院総

理に、
とい
うようなととにでもしておけ

ば、
事態はとんな激突にならなかっ
たと

い
う見方もでき念いととはないんで
す。

柴回さんがさつ
き言っ
た、
焦っ
ていた

とい
う問題で
すね。
とれは一
月十五日の

周恩来に対する榔小平の弔辞以来ずっ
と

焦っ
てい
たと思うんで
すが、
その焦りの

あまり、
い
ろいろなζとを画
策
し
す
ぎ

た。
薗策しすぎて
裏目に出た。

， ． 
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柴田
やはり問題の－
つ
は江背女史の

術力欲ですね。
北京から流れてくる情報

で、
幣新聞の傾向は波打骨摘を一
訴の
恕ホ刊

にしようとい
う意識的操作があります。

張饗橋が本当の首謀者であっ
て江背女史

らは
単なるピエロ
だっ
たとい
うよう念、

ですね。
しかし、
江河女史には相当大き

な権力欲があっ
たと見るべ
き
じ
ゃ
な
い

か。じ二
年頃、
毛さんが弱ってきて、
林彪

は失脚した、
周恩来はガンにかかっ
てい

る。
とうい
う状況だと、
次はアタシの
稀

だ、
と思い
始めてもおかしくはない
わけ

ですね。
ζの頃、
七二年に
彼女は、
アメ

リカのタイトケ女史を招いて、
長時間の

イシ
タピュ
ーをやり、
自叙伝をおかせよ

うとしています。
い
わば
明白中
闘
の
赤い

昼』（スノ1箸）
や
『体大念道』（スメド

レー著）
の，江川H版ヘ
毛沢東や朱徳と並

ぶものを自分も作ろうとした。

とのインタピュ
lの
中で、
他の指訓場者

が
困るようなととを平
気で語り、
毛沢東

と結婚したのは好きでしたんじゃない、

半ば強制的に結婦させられた、
みたいな

ととも苫っ
ているわけです。
つまり、
と

の頃すでに
江背は権力に向かっ
て、
毛沢

山肌も離れて一
人歩きしているとい
うとと

が窺われるわけです。

ですから、
とれ以後の状況
と
い
う
の

は、
毛沢東の意思で
中国が動いているん

じ＋ない。
片や毛沢東からほとんど政策

を任されている周恩来と、
片や織力欲に
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取りつ
かれ毛沢市胤以後に
執念を燃やす江

川一
派の
闘いであっ
た。

とい
うふうに
見ますと、
四月の郷小平

復活についても、
毛さんのOKが出てい

ながら、
江背たちが反対する、
また七三

年八月の
第十回党大会が周恩来ペ
1スで

進んでいるのに
対して江市一
派は孔子批

判などを巻き起として
反対した。
七五年

一
月の
会人代では周思来が演説し、
郵小

平を
雫頭副主席にするとい
うととを毛沢

東の了解を符てやっ
ていたのに、
江句川女

史らが反対して毛沢東を大会に附胤させ

ないとい
う除叶酬を企んだ。
とれらの情実

の脈絡がよくわかるんですね。
毛沢東の

愈思を越えて独走し始めた。

ζのように
権力の亡者に
なっ
て
く
る

と、
錨即答な計画が立てられなくなり、
あ

っ
ちとっ
ちがずいぶんお
粗末になっ
てく

るわけです。

－たとえば、
今度の政変κ
際しても、
文

議・や毛沢東思想の定着を過大評価してい

た。
文背中は大成功で毛沢東思惣は定泊し

ており、
毛沢東の意思を一
番模範的に
継

泳しているのは江市げたち文革派の指
潟お

である、
とい
うような見方をしてきた人

たちもいるわけですが、
その人たちは困

っ
ているでし主うね。
江山門たちに
誰も文

段に立ち
上がらなかっ
たわけで・・・・。

中嶋
文革の野倒についてい
えば、
い

ま宮っ
た人たちもそうですが、
台湾の見

方も間違っ
ていたと思うんですよ。
台湾

は、
文革派がやっ
てきたζの十年は無視

できない、
とい
う
見方をしている。
はた

してそうか、
突はそれほど定泊していな

かっ
たんですね。

その意味で
護国鈴はズル
イ、
とい
う

か、
よく見ている。
江書円や文革派がやっ

てきた過去十年の窓政、
中国の民衆にと

っ
てはまさに
文背中は悪政だっ
たと思うん

ですが、
それの反動で、
挙国鋒は、
はず

みがつ
くとい
うかカを得るととを狙っ
て

いる、
そうい
う立舗に
自分を債とうとし

ている。
こ
うい
うととですね。
その意味

で
決定的なの
は天
安門恨件だっ
たと思う

んです。
あの時に、
洛困鈴は、
とれはも

う文革派についていたら危ない、
と考え

た。天安門事件のエ
ネル
ギーとい
うのは、

熊天勤地のものですよ。
あの
中国の首都

の北京で、
あれほど厳亙念病戒があるに

もかかわらず、
数十万人、
延べ
百万とも

い
われる人が集まり、
そして十数万人が

暴動に立ち上がっ
た。
とれは、
まさに
造

反有理で、
毛沢東政治に
対する批判であ

っ
たわけですね。
当閣は文革派、
上泌グ

ル
ープに
対する批判であっ
た。
ζζであ

る舗のナダレ
現象が、
文革派の
中で起ζ

っ
たと見るわけです。
つ
まり江背夫人ら

についてい
たら危ない、
とい
う－e：。
毛

沢東が亡くなっ
てい
よい
よそうなっ
た。

そとで、
議出特訓は、
そのナダレ
現象の方

に
来っ
た、
とい
うととだと思うんです。

柴田
江官女史には、
そと
らが見えな

かっ
たわけですね。
政治の
潮流が逆転し

た時、
なお
逆流に
雄一・さして刃向かうとと

は、
そもそも中国人のとる態度でない。

きわめてリアルな、
日和見かもしれない

し、
体制願応かもしれない
けれども、
そ

うい
う民衆に
対するPアル
な見方がなか

っ
た。
毛沢東も江宵女史たちも、
民衆に

対する一
一磁の過大野価があっ
たと思いま

Lす。特に
江
市H女史は宣伝部門、
ないし大学

の文背中派の
辿中からおだてられ祭り上げ

られていて、
リアルな分析もできないで

いた。
彼女向・対が総略
的FS附のわかる政治

家でないとい
うととになると、
いかにm双

山骨橋たちが側にいようと、
権力縁取計画

が穴だらけにならざるをmwなかっ
た。
ょ

く分かるような気もしますけどね。

政
変
の
鍵
握
る
解
放
軍

中嶋
さきほども触れましたが、
文化

大革命とい
うものがいかに長い
問、
中国

の民衆を苦しめてきたか、
その過程で江

MHグループ、
上
海グループがいかに政治

をほしいままにしてきたか、
とれに対す

るリアクショ
yがいま起こっ
ている、
マ

クロに
見ると、
と
うい
うととだと思いま

す。
そうい
う状況下に江背女史らは低か

れてい
た。
とζろがミクロに
見た場合に

も江符グループは浮き上がっ
ていたわけ

ですね。
さっ
き宮ったように、
江育夫人

のポ」アイガードまで、
寝返っ
ていたとい

》ヲ・・・・。
渡来興の
率いる八三四
二悌隊とい
う、



いわば近衛兵、

貌衛隊が
駄目になっ
てい

た。
同時に、
い
ち早く手兵として持っ
て

いた
都市民兵は、
悦ぶ一瀬あたりが指導し

ていて、
江河夫人の
配下にあっ
たんで
す

が、
彼らはもうやられてい
た。
そうい
う

危擾をようやく察知した江符グ
ル
ー
プ

は、
洛陽部隊の毛遼新を呼び寄せようと

して
果たせなかっ
た。

柴田
涯東興が
向と
うについ
たとなる

1lJ
と、
北京の民兵、
上
海の民兵、
そして
涼

一
る一
陽の毛逮新の援軍、
とれしか彼らには
武

一
な一
装カはないわけで
すね。

一
主ワ一
とζ
ろが、
九月ぐらいの段階で、
解放

一ー
は一
軍はすでに
民兵を押えてしまっ
ていたと

一
部一
思うんで
すね。
その
解放
認に
撃図鋒は依

一
例一
拠した。
河北地位のときの
着飾の
演説

一
の一
でも、解放軍に対する評価は非常に
高い。

一、勺一
民兵は
演説の
中であんまり出てと
ない。

一
か一
挙国鋒の
陰で、
解放軍と民兵の主導権争

一
才一
いが進んでい
た。
護国鈴はそれを百も承

一
に一
知してい
たと思うんで
すよ。
彼にとっ
て

1
4一
は、
解放軍に進出するチャン
スだっ
た。

げ

中嶋
人民解放軍、
つ
まり正規寧から

J
すれば、
民兵なんかに
武器を持っ
てもら

うのは、
非常に
危ないととである、
と思

っ
てい
たでしょ
うからね。
現に民兵に
重

火務まで持たせてい
たわけで
すが、
人民

解放軍は、
それを決して
快く思っ
てい
な

かっ
た。
とのととが
今度はっ
きり出たと

思うんで
すね。

柴田
ととで、
ちょっ
と
中国の民兵の

性格を考えてみますと、
民共とい
うのは

週刊，��.....緊急増刊

労働者なんで
すね。
学生、
縫民の民兵も

ありますけれども、
今度の文革派が依拠

しようとしたのは、
まさに
郎市民兵で
す

ね。
とれは労働者で
す。

結論を先に宮い
ますと、
その
労働者の

利益を、
文革派が保証したかとい
うと、

そうでなかっ
た。
したがっ
て、
労働者の

都市民兵はソッポを向いて、
江苛グルー

プ支援に立ち上がらなかっ
た。
ζうい
う

ととで
すね。

そとらのいきさつ
を援り返っ
てみます

と、
周恩来が全国人民代表大会で出して

きた経済近代化の方針があります。
それ

を、
郡小平が、
四つの
近代化とい
う形で

出したわけで
すが、中身は同じもので
す。

との
方針は、
全国人民
代表大会で
可決さ

れた憲法に
盛り込まれている。
その
内容

は、農民には
自留地を与えて
副撲を許す、

といっ
たゆるやかな路線で
すね。
劉少脊

なき劉少本町路線と怠っ
ていいと思うんで

すけれども、
そうい
うゆるやかな路線に

対して、
文革派は猛烈な攻撃を加えた。

ブルジョ
ア
的権利を認めるもの、
とい
う

わけで
す。

そうい
う文革派が、
労働者や縫民の
利

益を代弁できるだろうか、
とい
うふうに

労働者たちは考えたでしょ
う。

総かに、
文革で
旧幹部派対新幹部派の

労
働者の派閥抗争があっ
て、
武闘をやり

血を流し合い
ました。
その
恨みが、
労働

者の
中に、
派閥対立として
残っ
て
い
ま

す。
しかし、
それより労働者にとっ
て
霊

大なのは自分たちの利益ですね。
自分た

ちの誌の利益を代弁するのは文事派では

なく、
物質的刺激を考慮に
入れた経済政

策を出している穏健派だとい
うζとは知

っ
ているわけで
すよ。
だから、
今までは

仕方なく従っ
てい
たけれども、
今度は政

治の風向きが変わっ
たから、
一
番先に江

背にソッポを向いて支援に立ち上がらな

かっ
た。
その点は、
突にはっ
きりしてい

る。
中国の民衆は、
日本人みたいにロマ

ン
チックとか心情的ではありませんから

ね。いかに毛沢東が大衆巡勤の指
摘噌者とい

い、
あるいは・江符グループが大衆に依拠

した、と
称しても、とればかりはどうにも

ならなかっ
た。
大衆巡動とか大衆に依拠

するとい
うととは、
何もスロ
1ガY
やイ

デオロ
ギーで大衆を引っ
ばっ
ていくとと

じゃ
なくて、
あくまでも彼らの
労働意欲

をかき立てるような物質的刺激を与えな

きゃ
ならん、とい
うととは、ソ
連の社会主

義の経験で
十分わかっ
ていたはず念んで

すね。
それをなお、
毛沢東の
禁欲主義で

引っ
ぱっ
ていと
うとしたんだけれども、

もう限界にきた、
議もついていか怠い。

そん念状況になっ
てい
たんで
すね。

昔、
我hH
は他国に
侵略された半値民地

であっ
た、
封建的な隷
属状態に冊幽かれて

い
た。
だから管のととを思い
起とせば、

今はとんなにいいじ守
ないか、
ととんな

ととをい
くら繰り返してみても、
新中国

が成立してから三十年近くたとうとして
いるんですからね。
新中固になっ
てから

生まれた人が大部分を占める時代になっ

てきているんで
す。北日のととを思い
起と

して比ベ
るよりも、
一
九四九年からどれ

だけ良くなっ
てるかとい
うζとが問われ

るわけですよ。

ととに、
労働者が民兵とい
う形をとろ

うと、
根底的には文革派の支持勢力では

・なかっ
たとい
う理由があります。

とζろが、
江宵のまわりには宣
伝機関

があり、
地方都市の指導部の
中には
新幹

部がいる。
あるいは北京大学や消準大学

のゆにシンバ
サ
イザーがいる。とれらが、

民兵は我k
の
武装勢力だとい
う過大評価

を江背らにさせてしまっ
た。

それがまさに
認除不定だっ
たとい
うと

とが、
江符の
危出回とい
う決定的な時点で

誰も立ち上がらない、
とい
う形で示され

てしまっ
た。

ととには、
中国人の政治に対する9ア

Pズムが見られると思うんで
すよ。
王朝

がどう変わろうと、
中央政府が
どう怠ろ

うと、
自分たちの生活とい
うものに対す

る個人個人のきわめてPアル念対応を失

わない。
とれが、
結局、
毛沢東、
および

江市川を見放したんでしょ
うね。

華
国
鋒
は
特
務
出
身

中嶋
さて、
そとで
慈国
鋒諭で
すが、

ある程度は、
そうい
う中国の民衆とい
う

ものを知りながら、
反
文背中に賭けたとい

うζとだと
患い
ますが、
彼自身につい
て
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は、一
般に経歴がよく分から念いとい
わ

れている。
が、
私がとの間来い
ろい
ろ倒

べ
てみましたら、
だいぶい
ろん念ζとが

分かっ
てきたわけで
す。

生まれは、
本人が山西省と首っ
た、
な

どと言われてい
ますが、
とれはあまり根

拠がないんで
すね。
そうい
うふうに言っ

た、
とい
うととが間接的に伝えられてい

るにすぎない。

広は、
ゃっ
ぽり洲市省生まれではない

か、
とい
う%がするんで
すよ。
との問テ

レピでやっ
ていた議問伯郡の中国語を聞い

てみましたが、
確かに北京設とは
違う。

しかし、
湖南説か山西設のどっ
ちだとい

うと、
とのこつはそんなに途わないと思

うんで
すね。
山西設だから山西とい
うわ

けにはいかない。

い
ずれにしても、
私の考えでは、
仮に

山商生まれであっ
ても、
毛沢
市民
の
故
郷

（糊
劇作）
でずっ
と活開削してきた、
とい

うと
とです。
とれが非常に大きな政治的

資質になっ
ている。
湖南省に二
十年間い

ますからね、
林彪事件で
中山火に呼び
寄せ

られて、
その処澱をするまで。

じ中、
湖南でどうい
うととをしてきた

か、
とい
うと、
盛民工
作をやっ
てい
た。

民民工
作とはい
うものの、
実際には農村

工
作より統一
蛾線部とか組
織部とい
う一

誠の
特務が彼の仕事だっ
た。
中
国
の
場

合、
統－
m脱線工
作部とい
うのは、
党外人

種との協力を進めるとい
うとともありま

すが、
より大きなもう一
つの側面は、
そ

28 

うい
う
党口と
党外の人がどう情動するか

を、
誌から蚊視する、
そんな役割がある

んで
す。

都中国鋒は、
そうい
う組
織部とか
特務を

一
貫して歩いてきた、
後がζれまでほと

んど表に出てきてい
ない、
あるいは前半

生が分からないとい
うととの理由は、
突

はとの点にあるんで
すね。

六十五歳とか六十四
銭とかdわれ、
六

十代を過vcているととは総かなんでしょ

うけれども、
それだけの人間でありなが

ら、
その前半生が分かっ
てい
ないとい
う

のは、
彼の持っ
ていた特務的、
公安的な

性格によるものとしか思えない。
かなり

酷憎い
陰がある。

であるが故に、
彼は
林彪事件の処恐を

任されたのだろうし、
であるが故に、
去

年の一
月以来公安大臣になっ
たんだろう

と思うんで
すね。

そうい
う禁固鈴の
経歴からすると、
今

回の事件も分かりゃすく念るよう恋気が

します。
軍が動いてなくて、
北京の
中枢

でボサyとζ
うい
う事態に念っ
たわけで

すからね。

一
部の新聞記者などは、
勘違い
して、

議国鈴は、
例の大築会
議で減税したから

由民村工
作に非常に
優れているとか、
彼は

毛主席と同じ土門長い
手をしており，中国

の土’
とい
うものを匂わせる雰間気を持

っ
てるとか、
い
ろい
ろ古いてい
ますが、

僕は、
それらは全然出版像だと
思
う
ん
で

す。
大体、
大祭の
演説なんてい
うのが、

左の江苛と右の郡小平が対立したので、

小間からバランス
派として
慈同鋒が
演説

したとい
うだけのととで
す。
今までの彼

の経歴の
中で、
彼がスキ、
クワ
を持っ
て

世民ヱ
作をやっ
たとい
うのはほとんどな

いんで
す。

撃国鋒の
イメージとい
うものを、
とと

らでもう一
度考え直してみる必要がある

んじキないか。

しかし、
そう見てくると、
別の意味で

都国鉾は隠然たる力を持っ
ているとい
う

ふうに言えるんで
す。
今後、
将来的にも

安泰であるかとか、
周恩来や毛沢東みた

い
念指導力を持っ
た人物であるか、
とい

うと、
その点ではだいぶ疑問で
すが、
に

もかかわらず、
今回の出
来事は、
やはり

諮問鈴が処断したζとになりまずから、

とのととによっ
て、
中国の新しい
夜明け

の
時代を作っ
たとい
うととにすれば、
護

国鈴に対する評価は、
時間とともに
高ま

るんじゃないで
すか。

柴田
議国鈴論について宮えば、
今の

で大体正しいと思い
ます。
ただ、
中閣で

ご
凶の
宰相とい
うのは
特必経験だけでは

駄目だし、
農業問題、
地方行政だけでも

駄目なんで
す。
といっ
て
彼が周恩来や毛

沢東に
匹敵するような指滋者で
あ
る
と

は、
もちろん
誰も思っ
てい
ない。つ
まり、

彼一
人で、
他の指導者の
協力を得ないで

やれる状況には念い。
結局、
後がよっ
て

立つとと
ろは、
特務もあるけれども、
い

わば中間派として
出てきた、
とい
う面で

すね。それから、
軍の支持も苅いと思うんで

すよ。
だから、
業剣茶、
李先念、
李先念

に近い
陳錫聯といっ
た人々
の協力があっ

てはじめて、
四月七日の政治局
会議や六

月上匂の毛沢東の会
見停止がやれた。
彼

が、
枇刊に李先念や軍幹部にそうい
う形で

依存しているとい
う点は重要な要索だと

思う。とれからの間短の発生いかんによっ
て

は、
はたして率先念なしでやれるかとい

うまうな揚蘭も出てくるかもしれない。

難問鋒が党主席に上っ
たととが、
彼の
織

力を一示すものかどうかとい
うと、
まだそ

うは恩わないんですよ。

党主席の
値打ちとい
うのは、
それほど

のもので念いと見るわけで
す。

体彪の
例で
見ますと、
彼が毛沢東以後

に対して
非常に大きな
竜麗感を持っ
たの

は、
党の指摘蝉力とい
うか権威がなく怒っ

てしまっ
たからなんで
す。
今までずっ
と

毛沢東でやっ
てきて
文化大革命で
党組織

を破鍛し尽くした。
毛沢東が党へ
の造反

を呼びかけ、民衆の
中には党へ
の忠諌心、

服従心とい
うものが相当弱まっ
た。
未だ

に
党中央機
構の中でmu記局があるかない

かとい
う状態でしょ
う。
周恩来が
意践的

に、
政府の上にある
強大念党中央畿構を

作らせないようにした、
と僕は見てい
ま

すけどね。
林彪にしてみれば、
そんな党

の
問主席だけでは心配なわけで
すよ。
何

とかして国家主席として周恩来の上に立



色凡なければ実権は持てないと与えた。

とうい
うふうに

党中央はあまり強くな

いわけで
すよ。
そうい
う弱体化した党の

主席とい
うととで
すからね。
務国鈴が党

主席になっ
たといっても、
後の権力が一

歩進んで
強く念ったとは考えられない。

とれに対して、
首相の
地位が周恩来時

代から大きくなってい
る。
江背たちが、

滋小平が首栂になるζとに
反対したのも

引－
そうで
す。
もし党主席が
金権
ι湿り、
首

な
一
AJ一ど

一
は
一国一中

一
の一
、
勺一
、
四

助一＠一

相を押えてい
けるものならぽ、
磁小平を

首相帽にしたって
よかったわけでし主う。

華・
李
体
制
が
生
ま
れ
る
？

中値咽
私は、党主席の見方については、

少し祭因説と
逃うんだな。
中国で
Jオ

・
チュ
l・
シl’
とい
うのは大変な言葉

なんですね。
，陛下’
とい
う感じの言葉

で
す。
との言葉の持つカリスマ
性とい
う

のは
大変なものでしょ
う。
柴田さんがい
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ま言われたように、
党中央後開怖がガタガ

タであるとい
うのは、
まさにそのとおり

だと思うんで
す。
実
際mu記局は、
今まで

はいわば王抑制の
中で非常に陰湿な形で宮

廷的に
形成されていたわけですが、
組織

がそうい
う手足のない
形であるだけに、

逆に主席の
地位が絶対のもので
あったと

もい
えるわけで
すね。

今回の揚合でも、
制度的には依然とし

て党主席にすべ
てが集中するようになっ

ているんで
すよ。
周
恩来とい
う類い
織な

る政治家、
もう二
度と出ないような政治

家によって国訪税総理とい
う地位が担わ

れていたととから、
主席の
地位の相対的

低下とい
う柴国税が成り立ったんで
す。

しかし、
周恩来ほどの人物はもう出な

いでし主
う。
そうすると、
制度的に、
す

べ
てが党主席に集中している、
とい
うと

との意味は大きいと思うんで
すよ。
党規

約や憲法を改正しない限り、
ζれは変わ

作り弁抽加。
今度の問題も、
単に主
席選任問題じ＋

ないとuw
う点では、
柴田さんと一
致する

んで
すが、
にもかかわらず主席の
地位を

めぐって、
ζれだけの抗争が起とってい

る。
やはり党主席とい
うものの
地位が大

きくて、
誰が怒るかが
決定的な問題にな

る、
とい
うζとを示していると思うんで

すね。
といっ
て、
護国鋒が第二の毛沢東

に念り得る、
とい
うととではないで
すが

ね。柴閏
まあ、
彼にも権力欲はあるだろ

うけどね。
中嶋
そのへ
んが、
護国鋒の
将来の
安

定性とい
うものが、
まだち主っ
と断定で

きない。
柴田，マオ・チュ
1・シla
とい
う音楽

で
すね、
ζれは、
主席とい
う地位が
高い

とい
うととより、
やはり毛沢東だから、

だと思うんで
すよ。
毛沢東なるがゆえに

主席の
地位が高かっ
たが、
党主席そのも

のの
地位は、
かつての主防より非常に弱

い。
現段階での
党主席あるいは問主席と

い
うものは、
必ずしも実権や指摘噌カを持

っ
たものとは言えない。
主洪文なんか党

副主席だったんだから、
もっ
と
背景があ

っ
てよかっ
たんだろうに、
何もなかった

でしょ
う。
護国鋒にしても、
第一
副主席

に念っ
たのは、
党内の序列が上がってい

っ
たんじ＋なくて、
後が首棉になっ
たか

ら第一
副主席になっ
たわけで
すね。
つ
ま

り首相先行で
す。
党は政府を指導できる

ような能力がない。
とれが文革のもたら

した一
番大き念後遺症なんで
す。

そζで、
話を先に
進めますと、
おそら

く李先念が首相に
座るんでしょ
うけれど

も、
そうなると、
党主席畿圏鈴より李先

念首相の方が笑権があるだろうと、
私は

見るわけで
す。

李先念は小型周恩来といった
越のある

人物で
すから、
たくみに撃国鋒とい
ラ隠

れみのを使って
笑権を援っ
てい
くんでは

ない
か、
と。
しかも、
李先念の
方には、

阪
錫聯を中心とする第二
野級車系統の
斡
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部グル
ープ、
湖北省政安
保出・北グル
ープ

とい
うのも控えている。
それに国務院、

李先念は周恩来の残した弟子みたい
なも

のですからね。

護国鋒は、
特務を握っ
てるかもしれ念

い
けど、
ζうした李先念の
替対には及ば

ない。だから、
禁固録体制とい
う言葉はそろ

そろ変えなき？ならない。
議国鈴・
本一a先

念体制、
撃・
李体制とい
うのが間も念く

来るんじゃないかと
恩うんですよ。
もし

かしたら、
李先念はもう首相に
決定され

ているかもしれませんね。

務国鋒は、
李先念と忽にもたれかかっ

ている指導者であり、
ちょっ
と李先念よ

りは小粒である、
とい
うふうに見てるん

で
すがね。

・中繍
非常にユニ
ークな説だと思い
ま

す。
しかし、
私はそうは見ませんね。
行

政力とい
う点では義国鋒はまだ未知数だ

し、
李先念のそれは大きいとは思い
ます

が、
しかし、
肇・
李体制とい
うふうには

見ないで
すね。

私は、
もしあるとすれば、
除の
黒幕は

郵小平だと考えてい
ます。
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周
恩
来
の
後
継
者
は
郵
小
平

柴
困
弱小平がすぐ出てく
る
か
ど
う

か、
とい
う間短で
すね。
い
ま仮に
議園鈴

が党主
席で李先念が首相だとすれば、
郡

小平日か
舞い
戻っ
てくる場所がないんで
す

よね。
だから、
もうひと波乱あるかもし

れない。
したがっ
て、
い
ますぐ出てくる

とい
うととはないんじゃないか。

もう一
つは、
彼がとの問再失脚した時

点で、
どうい
うカラク9があっ
たかとい

う問題がありますね。
ζれも郵小平復活

を占うカギになる。
弱小平と護国鋒が一

種のライバル
関係になっ
ていて、
回出小平

が落っ
とっ
たんだとすれば、
今度の復活

－は
非常に難しいというととになる。

それと、
いわば逆の
場合も
あ
り
得
ま

す。
弱小平の全駿務は
解任す
る
け
れ
ど

も、
党籍
抑制奪はしないとい
う、
あの
決定

で
すが、
あの時、
李先念や護国鋭、
ある

いは忽幹部たちが、
一
種のコyセンサス

で、ζの際江背おばさんがうるさいから、

ちょっ
と郵小平を引っ
込め
て
h4
と
う、

としばらく休んでもらっ
て、
毛以後再び

出てきてもらおう、
とい
う階黙の
了解を

郡小平との聞にもつ
けていたとしたら、

磁小平復活は比較的早くなりますね。
そ

ζのとζろは、まだはっ
きりしてい
念い。

中嶋
獄小平は、
心境としては、
ォレ

ぼ黙っ
てるよ、
と言い
たいと思うんで
す

よ。
さんざん鉱まれて・・・。

柴田
政治はもうイヤだと言っ
てると

も伝えられてるね。

中嶋
換まれて、
結局榔小平は最後ま

で悔い
改めなかっ
た。
その
前回小平の気持

ちが、
民衆の
聞にはずいぶん浸透してい

て、
どう
転んでも郡小平路線とい
うもの

が、
路線としては生き残っ
ていくような

感じがするわけです。

榔小平は、
去年から今年にかけて、
必

死になっ
て
走資派路線とい
わ
れ
た
も
の

を、
三つのプログラム
を作っ
て
，四つの

現代化’
をやろうとした。
あれは、
どと

かただどとで念い
機子がありましたね。

後は、
中国をとうい
うふうにし念きや、

もう駄目になると考え、
最後のエ
ネル
ギ

ーを、
あそとに
賭けたわけですね。

柴田
周恩来と同じよう衣使
命感で
す

ね。中崎
そう。
それで、
あの
時最後まで

悔い
改めなかっ
た。
しかも、
党籍が残っ

ていた。
とい
うのは残さざるを得ない
事

悩があっ
たのでしょ
う。
全体として考え

てみますと、
どうもさっ
き柴田さんが官

っ
た、
何らかの
絡黙の了解があって、
時

に野小平、
お前、
恋者になっ
て〈れ、
と

い
うような形で引っ
込んだ
可
能
性
も
強

い。
郵小平が引っ
込んだ時期の状況はい

ま言っ
た郵小平が異常なエ
ネル
ギーを走

資派路線に
賂けていたわけで
す。
そんな

状況の
中で、
そうい
う暗黙の了解があっ

たとすると、
意外と鄭小平の
復活は早い

かもしれない。

ただ、
そんな場合になっ
ても、
郷小平

自身は、
もうそんなに権力欲を持たない

かもしれ念い。
郡小平は、
権力欲とい
う

よりは使命感だと思うんですよ。
自分は

もう十分に
踏みつ
けられた、
それでもな

お毛沢東政治は直さなき宇い
けない、
文

革派のわがままを叩きのめさなきゃい
け

念い、
とい
う使命感ですね。
ζれがあっ

たような気がします。
で
すから、
逆に雷

うと、
彼はあまりポストを
要求していな

かっ
た。
だから、
平気で
何でも言えた。

ひとに憎まれるような、
ひととと多いよ

うなととをズパズバ
言っ
てたわけで
すか

らね。柴田
い
ずれにしても、
もう少し綾子

を見念いと、
郵小平の
復活ははっ
きりし

たととは分から念い。
義国鋒の
先行きと

密接にからんでいるζとは間違いない。

毛
思
想
よ
り
賃
金
値
上
げ

中餓
そとで、
畿圏鋒体制はどうなる

か、
とい
う問題ですね。
率国

鋒自体の
安

定性とい
うものが大きく問題になっ
てく

る。
とにかく現在は一
種の
嵐の時期で
す

から、
みんな一
絡になっ
て
文革派をやっ

つ
けた。
だけど、
中国共産党のplダー

たちは、
決して
仲良しクラブを作るよう

な人たちじゃないし、
クラブでもサロン

でもない
わけで、
激しい
権力闘争、
路線

の角逐の上で
暫定的に連合しているにす

ぎない
わけで
す。

そうすると、
ζの励きはどと
までいく

か。
まず第一
段階は文化大革命の否定に

いくんじキないか。
日本の
険
者の
中
に

は、
い
まもっ
て
文草は正しかっ
たんだ、

江背たちが逸脱したんだとい
う見方があ

るようですが、
とれは中国では適用しな

い
倫理だね。
文化大革命とい
うものがか

念りな無理をやっ
て民衆の聞から批判が

あっ
た。
そして、
それをやっ
てきた張本



人たち、
阪伯達、
林彪、
江背、
銚文元、

それより党と民衆、
政府と民衆の矛盾の

張春編、
玉洪文と、
全部失脚したわけで
方が激化している。
とれをどう安定させ

え

るかが先決でしょ
う。
それには

健制革命

当面、
苫葉の上で反文革とは言わ念い
とか階級闘争だとかマ一ってみても始まら

だろうけれども、
実際としては反文化大
ない。

革命とい
うととろまでいくでしょ
う。

やはり民衆を引きつ
ける経済政策だと

ととに一
つ
注目すべ
きデータとして、

思い
ますね。一
九六三年以来凍結されて

「人民日報」
の社説があります。
十月一

いる
賃金を引き上げて
鴎買力を高めると

日の
社説では、
文化大革命を大いに
推し
か、
で
すね。
そうしないと民衆を引きつ

寸｜」
進めよう、
劉少奇、
林彪、
邸小平批判逮
けられない。
引きつ
けられないと
混乱が

一
る

一

動を広めよう、
とい
う内容で、
文化大事
起とる。
混乱のきっ
かけを作らないため

一
な一
命とい
う宮業がいっ
ぽい
出てくる。

．
に、
当一聞は江
菅たちに
批判キャγペ
ly

一
分一
柴
田
文革派の
最後の社説ですね。

を続けたりする。

一
ふ一
中餓
そうです。
とζろが、
十自に三

毛沢東思想、
あるいは毛沢東に
対する

一
劃一
紙
昔
話
百
三
ととでは文化大革命
批判は、
とれら当
事
選が失敗した場

一

中一
とい
う言葉は一
回しか出てζない
んで
す
合に
出てくると思い
ますね。

一

の一
ょ。
それも、
大いに
推し進めよう、
じ帯

当面の
課題の
解決に
失敗して、
下部の

一
J出こ
ない。
文革の
郵かしい
成果を守り、
と、

混乱が上層部にはね返ってくる、
その
時

一

地一
もう完全に
過去のとととしてしキペって
に
護国鋒体制の
再編成とか、
それにとも

一 ．
1一
いる。
文化大革命への
訣別で
すね。

念う文革批判、
さらに毛沢東への批判へ

一
白一
とれがさらに
進んで、
文
まらさらに
とエスカレートしてい
くのでは念いか。

「い」
遡り、
一
九五七年頃までいって、
毛沢東

だから、
そうい
う混乱をどう安定化で

批判が進められる。
一
九五七年以来の毛
きるかが、
議国鋒の
生き残れるかどうか

沢東政治に批判が加えられ、
いわば非毛
の試練になると思うんです。

沢東化がそζまでいくだろう、
と
見てい

中織
もちろん、
私も、
J業の上で
文

るんで
すがね。

革は間違いだっ
た、
みたい
なのがすぐ出

そとい
らで、
もう一
回大掃れ、
亀裂が
てくると言っているのではありません。

起ζる。
ζれが
今後の
中国を占う一
つの
なし崩し的に、
そうい
う方向促
進んでい

ボイγ
トではないか。

るとい
うζとですよ。

柴田
俊は、
それはもっ
とずっ
と先だ

い
まは、
とのドラマ
が鏑悠的すぎて、

ろうと思い
ますよ。
い
ま指摘噌指たちは、

ある種のナダレ
現象なんかも起としてい

内部で
対立を起と
すような余絡はない。

ますが、
ちょっ
と振り返ってみると、
全
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く価値の
転換が符われているわけで
すか

らね。
時聞がたつてくると、
とれは大変

なζとである、
と。
との
鰐きと動指は、

では明日から一
致団結して経済建設に、

とい
う具合にいかないほど深刻だと思う

ルですよ。
深刻念事態が当分続くんじゃ

ないかと思い
ますね。

中
ソ

接
近

に

苛

立
つ

米

国

柴回
そとで、
今後の
中国の動きを院

みながら、
ソ速やアメpカの出方とい
う

のに触れておきたい
んで
すが、
僕は一
応

これからの
展開のテン
ポはのろいと見て

いるんで
すがね。

中値珊
ソ速にとっては、
毛沢東はい
な

くなり、
文革派はい
なくなりで、
宮うζ

とないで
すね。
それで
非常にはしゃ
ぎ始

めている。
そうい
うソ速を中圏内部で
受

け入れられるかどうかで
すが、
中ソ
関係

がすぐに
改善されなくて
も、
少なくとも

改善の
可能性は出てきた、とい
うととで、

ソ速は非常に動くであろう。

それを見越して、
アメリカが動くと思

うんですね。
ソ速にやら・ないために、
い

ろい
ろ念アプローチをする。
僕は的問から

2ってきたんだけれども、
米中沼の
縫郷

などとい
うのも出てくるかもしれない。

シュレ
ジンジャーが行っ
て軍事的なアド

バ
イスをしたり、
とい
うのはもうやられ

ているんで
すからね。
特に
中国の
軍部を

ソ辿にやらせないためのアプローチで
す

ね。

柴困
僕が、
もうちょっ
とテシポがの

ろいだろう、
と包うのはね、
一
つは中国

内部の事例、
党内にブルジョ
ア階級がい

て、
とれと闘争するんだとい
う毛沢東理

論が神通力を失ぃ、
空洞化されてきてい

ますね。
それに
代わって
極左批判が出て

くると思うんで
すが、
その段階までは、

最大の敵ソ速に
対する批判は続〈。
しか

し実質的には軍事緊張は凍結、
言葉の上

だけで激しくとい
う形に念るでしょ
うけ

どね。もう一
つは、
当関経済建設をやるわけ

でし主う。
そのためには、
ソ
速に
寄れぽ

西側関係が弱まる。
西側優先でいくため

には、
中ソ対立は続けておい
た
方
が
い

い、
とい
う計算も出てくるでし主う。

それと、
中y対立の二
沓の問題除、
今

や国境ではなくて、
アジアにおける外交

ヘ
ゲモニ
ー
争
奪戦で
すよね。
それは、
ち

ょっ
と短期聞に
片づくような問題じゃ
な

い。あれとれの
条件を考えてみると、
中・

ソ・
米の
関係は、
中米が
申・ソよりちょっ

と短い
ほぽ正三角形に
近い
形でしばらく

いく、
と思い
ます。
中y
蜜月時代－なんて

のに
戻るととはあり符ませんね。

中嶋
それはそうで
す。
中ソのル
ネサ

シスとい
うのもないで
すよ。
しかし、
い

ま柴閉さんの言っ
た程度の
関係、
ある種

の等距離的なものに
近寄るだけでも、
と

れは大変な

地鍛変動で
すよ。

（十月二
十二日）


